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論文サマリー 

概日リズム睡眠・覚醒障害は視覚障碍者に多く見られることが報告されているが、日本の視覚障碍者に

おける概日リズム睡眠・覚醒障害と不眠症の実際の有病率は明らかでない。そこで本研究では、日本の視

覚障碍者における概日リズム睡眠・覚醒障害と不眠症の有病率を推定し、それぞれの症状に関連する要

因を探索することを目的とした。本調査では、日本盲人会連合の地方支部を通じて、全国の視覚障害者を

対象に電話調査を実施した。その結果、157名の視覚障害者が本研究の対象となった。アンケート調査お

よび電話インタビューにより、人口統計学的情報、視覚障害、ライフスタイル、睡眠パターンに関する情

報を調査した。概日リズム睡眠・覚醒障害と不眠症は、国際睡眠障害分類第 3 版の基準に従って分類し

た。その結果、視覚障害者における概日リズム睡眠・覚醒障害の有病率は 33.1％であった。このうち、非

24時間・不規則睡眠覚醒リズム型が最も多く（26.8%）、次いで睡眠覚醒相高度型、睡眠覚醒相遅延型（そ

れぞれ 3.8、2.5%）であった。さらに、視覚障害者の 28.7%に不眠症があることがわかった。視覚障害者

において、光覚の欠如、無職であること、一人暮らしであること、催眠薬を使用していることが概日リズ

ム睡眠・覚醒障害の関連要因として、また催眠薬を使用していることが不眠症の関連因子として抽出さ

れた。以上より、概日リズム睡眠・覚醒障害と不眠症は日本人の視覚障害者に多くみられること、視覚障

害者における概日リズム睡眠・覚醒障害は、光覚や社会的同調因子の欠如と関連することがわかった。 

 

 

 



著者コメント 

本研究は、日本の視覚障碍者を対象として概日リズム睡眠・覚醒障害と不眠症の有病率を推定し、それ

ぞれの関連要因を検討した研究である。視覚障碍者における概日リズム睡眠・覚醒障害に、光覚の欠如に

加えて、無職であることや一人暮らしであることなどの社会的同調因子が関与することを明らかにした

点で意義がある。本研究の成果は、この集団において身体活動や社会的接触、定職に就くことが概日リズ

ム睡眠・覚醒障害の予防に有用である可能性を示している。 
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